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老 老 発 0331第 1号

平成 22年 3月 31日

各都道府県介護保険主管部 (局)長  殿

厚生労働省老健局老人

「指定居宅サービスに要する費用の額の算定に関する基準 (短期入所サービス及び

特定施設入居者生活介護に係る部分)及 び指定施設サービス等に要する費用の額の

算定に関する基準の制定に伴 う実施上の留意事項について」等の一部改正にρ
いて

平成 22年 3月 31日 に 「厚生労働大臣が定める者等の一部を改正する件 (平成 22

年厚生労働省告示第 131号)」及び 「厚生労働大臣が定める施設基準の一部を改正す

る件 (平成 22年厚生労働省告示第 132号)」が別添の通 り公布、平成 22年 4月 1日

から適用され、また、これに伴い、関連通知の一部を下記のとおり改正し、平成 22

年 4月 1日 から適用することとしたので、御了知の上、管内市町村、関係団体、関

係機関等にその周知徹底を図るとともに、その運用に遺憾のないようにされたい。

記

1 指 定居宅サービスに曇する費用の額の算定に関する基準 (短期入所サービス及

び特定施設入居者生活介護に係る部分)及 び指定施設サービス等に要する費用の

額の算定に関する基準の制定に伴 う実施上の留意事項について(平成 12年 3月 8

日老企第 40号 )の 一部改正

別紙 1の とおり改正する。

2 指 定介護予防サービスに要する費用の額の算定に関する基準の制定に伴う実施

上の留意事項について(平成 18年 3月 17日老計発第0317001号 ・老振発第0317001

号 。老老発第 0317001号)の 一部改正

別紙 2の とおり改正する。
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０
中
小
企
業
退
職
金
共
済
法
第
二
十
八
条
第

一
項
の
厚
生
労
働
大
臣
の
定
め
る
率
を
定

め
る
件

（同
一
二
一
）

蒙
誰
雲
饉
」纏
紅

利
率
を
定
め
る
件

（同
一
三
二
）

○
確
定
給
付
企
業
年
金
法
附
則
第
二
十
八
条

第
二
項
第

一
号
の
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め

る
利
率
を
定
め
る
件

（同
一
二
三
）

○
補
装
具
の
種
目
、
購
入
又
は
修
理
に
要
す

る
費
用
の
額
の
算
定
等
に
関
す
る
基
準
の

一
部
を
改
正
す
る
件

（同
一
二
四
）

０
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
第
百
十
二
条
第
二

項
第
一
号
イ
②
の
厚
生
労
働
大
臣
が
指
定

す
る
地
域
の
一
部
を
改
正
す
る
件

（同
一
二
五
）

０
厚
生
労
働
科
学
研
究
費
補
助
金
取
扱
規
程

の
一
部
を
改
正
す
る
件

（同

一
二
六
）

Ｏ
確
定
給
付
企
業
年
金
法
施
行
規
則
第
五
十

五
条
第
一
項
第

一
号
に
規
定
す
る
予
定
利

率
の
一
部
を
改
正
す
る
件

（同

一
二
七
）

○
確
定
給
付
企
業
年
金
法
施
行
規
則
第
四
十

三
条
第
二
項
第

一
号
及
び
第
二
号
に
規
定

す
る
予
定
利
率
の
下
限
及
び
基
準
死
亡
率

の
一
部
を
改
正
す
る
件

（同

一
二
八
）

○
厚
生
年
金
基
金
令
第
二
十
九
条
の
三
第
二

項
に
規
定
す
る
予
定
利
率
及
び
予
定
死
亡

率
の
一
部
を
改
正
す
る
件

（同

一
二
九
）

○
厚
生
年
金
保
険
法
第
八
十
五
条
の
二
に
規

定
す
る
責
任
準
備
金
に
相
当
す
る
額
の
算

０
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
施
設
基
準
の
一

訓

剣

馴

劃

割

司

ヨ

ヨ

０
職
業
能
力
開
発
促
進
法
施
行
規
則
第
四
十

五
条
の
二
第
二
項
第
九
号
等
の
規
定
に
基

づ
き
厚
生
労
働
大
臣
が
壇
だ
す
る
専
修
学

校
又
は
各
種
学
校
を
定
め
る
告
示
の
一
部

を
改
正
す
る
件

（同
〓
二
こ

一五
九

出
方
法
に
関
す
る
特
例
の
一
部
を
改
正
す

降
ｒ
暦
巴

三
〇
）

Ｏ
健
康
保
険
法
旅
行
令
第
六
十

一
条
第
一
項

の
規
定
に
基
づ
き
厚
生
労
働
大
臣
が
指
定

す
る
地
域
の
一
部
を
改
正
す
る
件

（同
〓
二
四
）

○
社
会
福
祉
施
設
職
員
等
退
職
手
当
共
済
法

施
行
令
の
規
定
に
基
づ
き
平
成
二
十
二
年

度
の
単
位
掛
金
額
を
定
め
る
件

（同

一
二
五
）

○
災
害
救
助
法
に
よ
る
救
助
の
程
度
、
方
法

及
び
期
間
並
び
に
実
費
弁
償
の
基
準
の
一

部
を
改
正
す
る
件

（同

一
一三
〇

〇
武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
け
る
国
民
の
保
護

の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
法
律
に
よ
る
救

援
の
程
度
及
び
方
法
の
基
準
の
一
部
を
改

正
す
る
作

（同
一
三
七
）

０
心
神
喪
失
等
の
状
態
で
重
大
な
他
害
行
為

を
行
っ
た
者
の
医
療
及
び
観
察
等
に
関
す

る
法
律
第
八
十
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ

る
医
療
に
要
す
る
費
用
の
額
の
算
定
方
法

の
一
部
を
改
正
す
る
件

（同

一
三
八
）

０
高
度
専
門
医
療
に
関
す
る
研
究
等
を
行
う

独
立
行
政
法
人
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に

伴
う
関
係
告
示
の
整
理
に
関
す
る
告
示

（同

一
二
九
）

０
補
助
事
業
等
に
よ
り
取
得
し
、
又
は
効
用

の
増
加
し
た
財
産
の
処
分
制
限
期
間
の
一

部
を
改
正
す
る
件

（同

一
四
〇
）

０
ト
リ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン
若
し
く
は
化
学
物

質
の
審
査
及
び
製
造
等
の
規
制
に
関
す
る

法
律
施
行
令
第
五
条
に
定
め
る
製
品
で
ト

リ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン
が
使
用
さ
れ
て
い
る

も
の
又
は
テ
ト
ラ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン

（ク

リ
ー
ニ
ン
グ
営
業
者
に
係
る
も
の
を
除

く
。）若
し
く
は
同
令
第
五
条
に
定
め
る
加

硫
剤
、
接
着
剤

（動
植
物
系
の
も
の
を
除

く
。）、
塗
料

（水
系
塗
料
を
除
く
。）、
洗

浄
剤

（ク
リ
ー
ニ
ン
グ
営
業
者
に
係
る
も

の
を
除
く
。）若
し
く
は
繊
維
製
品
用
仕
上

加
工
剤
で
テ
ト
ラ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン
が
使

用
さ
れ
て
い
る
も
の
の
環
境
汚
染
防
止
措

置
に
関
し
公
表
す
る
技
術
上
の
指
針

（厚
生
労
働

・
経
済
産
業

・
肇
境
四
）

一九四
一九五

一を

Ｏ
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
営
業
者
に
係
る
テ
ト
ラ
ク

ロ
ロ
エ
チ
レ
ン
又
は
化
学
物
質
の
審
査
及

び
製
造
等
の
規
制
に
関
す
る
法
律
施
行
令

第
五
条
に
定
め
る
洗
浄
剤
で
テ
ト
ラ
ク
ロ

ロ
エ
チ
レ
ン
が
使
用
さ
れ
て
い
る
も
の
の

環
境
汚
染
防
止
措
置
に
関
し
公
表
す
る
技

術
上
の
指
針

（同
五
）

○
ト
リ
フ
ェ
ニ
ル
ス
ズ
化
合
物
の
環
境
汚
染

防
止
措
置
に
関
し
公
表
す
る
技
術
上
の
指

針

（同
工Ｏ

Ｏ
ト
リ
ブ
チ
ル
ス
ズ
化
合
物
又
は
化
学
物
質

の
審
査
及
び
製
造
等
の
規
制
に
関
す
る
法

律
施
行
令
第
五
条
に
定
め
る
製
品
で
ト
リ

ブ
チ
ル
ス
ズ
化
合
物
が
使
用
さ
れ
て
い
る

も
の
の
環
境
汚
染
防
止
措
置
に
関
し
公
表

す
る
技
術
上
の
指
針

（同
七
）

○
ト
リ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン
、
テ
ト
ラ
ク
ロ
ロ

エ
チ
レ
ン
若
し
く
は
四
塩
化
炭
素
又
は
化

学
物
質
の
審
査
及
び
製
造
等
の
規
制
に
関

す
る
法
律
施
行
令
第
五
条
に
定
め
る
製
品

で
ト
リ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン
若
し
く
は
テ
ト

ラ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン
が
使
用
さ
れ
て
い
る

も
の
の
容
器
、
包
装
又
は
送
つ
状
に
当
該

第
二
種
特
定
化
学
物
質
に
よ
る
環
境
の
汚

染
を
防
止
す
る
た
め
の
措
置
等
に
関
し
表

示
す
べ
き
事
項

（同
八
）

０
ト
リ
フ
ェ
ニ
ル
ス
ズ
化
合
物
の
容
器
、
包

装
又
は
送
り
状
に
当
該
第
二
種
特
定
化
学

物
質
に
よ
る
環
境
の
汚
染
を
防
止
す
る
た

め
の
措
置
等
に
関
し
表
示
す
べ
き
事
項

（同
九
）

○
ト
リ
ブ
チ
ル
ス
ズ
化
合
物
又
は
化
学
物
質

の
審
査
及
び
製
造
等
の
規
制
に
関
す
る
法

律
施
行
令
第
五
条
に
定
め
る
製
品
で
ト
リ

ブ
チ
ル
ス
ズ
化
合
物
が
使
用
さ
れ
て
い
る

も
の
の
容
器
、
包
装
又
は
送
り
状
に
当
該

第
二
種
特
定
化
学
物
質
に
よ
る
環
境
の
汚

染
を
防
止
す
る
た
め
の
措
置
等
に
関
し
表

示
す
べ
き
事
項

（同

一
〇
）

′
リ

０
新
規
化
学
物
質
の
製
造
又
は
輸
入
に
係
る

届
出
等
に
関
す
る
省
令
第
四
条
の
六
第

一

項
の
厚
生
労
働
大
臣
、
経
済
産
業
大
臣
及

び
環
境
大
臣
の
指
定
す
る
電
子
計
算
機
、

同
項
の
届
出
等
及
び
同
令
第
五
条
第

一
項

の
申
出
を
行
お
う
と
す
る
者
の
使
用
に
係

る
電
子
計
算
機
の
技
術
的
基
準
、
同
令
第

四
条
の
六
第
二
項
第
二
号
及
び
第
五
条
第

二
項
第
二
号
の
電
子
証
明
書
並
び
に
同
条

第

一
項
の
事
項
の
入
力
方
法
等
に
関
す
る

告
示

（同

一
こ

Ｏ
農
薬
取
締
法
第
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に

基
づ
き
、
農
薬
中
に
含
ま
れ
る
ダ
イ
オ
キ

シ
ン
類
の
検
査
方
法
を
定
め
る
件
の
一
部

を
改
正
す
る
件

（農
林
水
産
五
三
七
）

○
種
苗
法
第
二
条
第
七
項
の
規
定
に
基
づ
く

重
要
な
形
質
を
定
め
る
作
の
一
部
を
改
正

す
る
件

（同
五
三
八
）

０
森
林
法
の
規
定
に
基
づ
き
、
森
林
計
画
区

を
定
め
る
件
の
一
部
を
改
正
す
る
件

（同
五
二
九
）

０
平
成
二
十
二
年
産
の
水
稲
及
び
陸
稲
に
適

用
す
る

一
キ
ロ
グ
ラ
ム
当
た
り
共
済
金
額

の
範
囲
を
定
め
る
件

（同
五
四
〇
）

０
電
気
主
任
技
術
者
免
状
に
係
る
学
校
等
の

認
定
基
準
に
関
す
る
告
示
を
定
め
る
件

（経
済
産
業
七

一
）

０
経
済
産
業
省
関
係
化
学
物
質
の
審
査
及
び

製
造
等
の
規
制
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則

第
二
十
条
第

一
項
の
届
出
等
を
行
お
う
と

す
る
者
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
の
技

術
的
基
準
及
び
第
二
十
条
第
二
項
第
二
号

の
電
子
証
明
書
等
に
関
す
る
告
示

（同
七
二
）

０
自
転
車
競
技
法
施
行
規
則
第
十
六
条
第

一

項
第

一
号
、
第
二
号
及
び
第
五
号
た
だ
し

書
の
規
定
に
基
づ
き
、　
一
競
輪
場
当
た
り

の
年
間
開
催
回
数
及
び
年
間
開
催
日
数
並

び
に
一
競
輪
施
行
者
当
た
り
の
年
間
開
催

回
数
を
定
め
た
件

（同
七
三
）

二Φ
Ｏ

二
２二〇

四
二〇
五

一一〇
六

（以
下
次
の
ベ
ー
ジ
ヘ
続
く
） 二〇

七
一一三

一一面
一
菟
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イ
　
令
第
二
十
二
条
の
五
の
四
第

一
号
に
掲
げ
る
場
合
　
法
第
百
六
十
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
基
金
が
老
齢
年

金
給
付
の
支
給
に
関
す
る
権
利
義
務
を
承
継
し
た
者
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
平
成
十
六
年
告
示
第

一
号
及
び
第
二

号
の
規
定
の
例
に
よ
り
計
算
し
た
額
を
合
算
し
た
額

口
　
令
第
五
十
二
条
の
五
の
四
第
二
号
に
掲
げ
る
場
合
　
法
第
百
六
十
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
基
金
が
老
齢
年

金
給
付
の
支
給
に
関
す
る
権
利
義
務
を
承
継
し
た
者
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
平
成
十
七
年
告
示
の
規
定
に
よ
り
計

算
し
た
額

第
七
項
中

「第
十

一
項
」
を

「第
十
三
項
」
に
改
め
る
。

第
八
項
中

「第
九
号
の
四
」
を

「第
九
号
の
五
」
に
、
「第
七
号
の
四
」
を

「第
七
号
の
五
」
に
、
「第
八
号
の
四
」
を

「第
八
号
の
五
」
に
改
め
る
。

第
九
項
中

「第
九
号
の
四
ま
で
一
を

「第
九
号
の
五
ま
で
」
に
、
「第
七
号
の
三
、
第
七
号
の
四
、
第
八
号
の
三
、
第

八
号
の
四
、
第
九
号
の
三
、
第
九
号
の
四
」
を

「第
七
号
の
二
か
ら
第
七
号
の
工
ま
で
、
第
人
号
の
三
か
ら
第
人
号
の

五
ま
で
、
第
九
号
の
三
か
ら
第
九
号
の
工
ま
で
」
に
改
め
る
。

第
十
項
中

「か
ら
第
五
号
の
五
ま
で
」
及
び

「

第
二
号
の
五
」
を
削
り
、
「第
九
号
の
四
ま
で
」
を

「第
九
号
の
五

ま
で
」
に
、
「第
七
号
の
四
、
第
八
号
の
四
、
第
九
号
一
四
」
を

「第
七
号
の
四
、
第
ｔ
号
の
五
、
第
八
；
の
四
、
第
八

号
の
五
、
第
九
号
の
四
、
第
九
号
の
五
」
に
改
め
、
「同
項
第
九
号
の
四
」
の
下
に

「及
び
第
十
五
号
」
を
加
え
る
。

第
十

一
項
中

「平
成
十
七
年
十
月

一
月
以
後
」
の
下
に

「平
成
十
九
年
四
月

一
日
前
」を
加
え
、
「第
五
号
の
五
ま
で
」

を

「第
五
号
の
六
ま
で
」
に
、
「第
五
号
の
四
、
第
二
号
の
五
」
を

「第
二
号
の
五
、
第
五
号
の
六
」
に
、
「第
九
号
の
四

ま
で
一
を

「第
九
号
の
五
ま
で
」
に
改
め
、
「第
八
号
の
〓
、
第
九
号
の
四
」
の
下
に

「、
第
九
号
の
五
」
を
加
え
、
「同

項
第
五
号
の
四
中

「平
成
十
七
年
四
月
一
日
」
を

「同
項
第
五
号
の
五
中

「平
成
十
七
年
十
月

一
日
」
に
改
め
、
「と
あ

り
、
及
び
同
項
第
七
号
の
五
及
び
第
人
号
の
五
中

「平
成
十
九
年
四
月
〓
を
削
る
。

第
十
二
項
を
第
十
四
項
と
し
、
第
十

一
項
の
次
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

・２
　
平
成
十
一
年
十
月

一
日
以
後
に
合
併
等
が
あ
っ
た
基
金

（平
成
十
九
年
四
月

一
日
以
後
平
成
二
十
二
年
四
月
一

日
前
に
合
併
等
が
あ
っ
た
基
金
に
限
る
。
）が
解
散
し
た
場
合
に
お
い
て
は
、
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
最
後
に
算
定

し
た
額
を
第

一
項
第

一
号
に
掲
げ
る
額
と
み
な
し
て
、
同
項
の
規
定
を
適
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
項

中

「か
ら
第
二
号
の
四
ま
で
、
第
五
号
か
ら
第
五
号
の
六
ま
で
」
と
あ
る
の
は

「、
第
二
号
の
四
、第
五
号
の
五
、

第
五
号
の
六
」
と
、
「第
七
号
か
ら
第
九
号
の
五
ま
で
」
と
あ
る
の
は

「第
七
号
の
五
、
第
人
号
の
五
、
第
九
号
の

四
、
第
九
号
の
五
」
と
、
同
項
第
二
号
中

「平
成
十
一
年
十
月
か
ら
」
と
あ
り
、
及
び
同
項
第
二
号
の
四
中

「平

成
十
七
年
四
月
か
ら
」
と
あ
る
の
は

、第
五
項
に
規
定
す
る
合
併
等
が
あ
っ
た
月
か
ら
」
と
、
同
項
第
五
号
の
五

中

「平
成
十
七
年
十
月

一
日
」
と
あ
る
の
は

「第
五
項
に
規
定
す
る
合
併
等
が
あ
つ
た
日
」
と
、
同
項
第
七
号
の

五
及
び
第
人
号
の
五
中

「平
成
十
九
年
四
月
」
と
あ
る
の
は

「第
二
項
に
規
定
す
る
合
併
等
が
あ
っ
た
日
の
前
日

が
属
す
る
月
の
翌
月
」
と
、
同
項
第
九
号
の
四
中

「平
成
十
七
年
四
月

一
日
」
と
あ
り
、
同
項
第
十

一
号
か
ら
第

十
四
号
ま
で
の
規
定
中

「平
成
十
七
年
十
月
一
日
」
と
お
り
、
同
項
第
十
五
号
中

「平
成
十
七
年
四
月
一
日
」
と

あ
り
、
及
び
同
項
第
十
六
号
中

「平
成
十
九
年
四
月
一
日
」
と
あ
る
の
は

「第
五
項
に
規
定
す
る
合
併
等
が
あ
っ

た
日
」
と
す
る
。

・３
　
平
成
十
一
年
十
月

一
日
以
後
に
合
併
等
が
あ
っ
た
基
金

（平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
以
後
に
合
併
等
が
あ
っ
た

基
金
に
限
る
。）が
解
散
し
た
場
合
に
お
い
て
は
、
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
最
後
に
算
定
し
た
額
を
第

一
項
第

一
号

に
掲
げ
る
額
と
み
な
し
て
、
同
項
の
規
定
を
適
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
項
中

「か
ら
第
二
号
の
四
ま

で
、
第
二
号
か
ら
第
五
号
の
六
ま
で
」
と
あ
る
の
は

「、
第
二
号
の
四
、
第
二
号
の
六
」
と
、
「第
七
号
か
ら
第
九

号
の
五
ま
で
」
と
あ
る
の
は

「第
七
号
の
五
、
第
八
号
の
五
、
第
九
号
の
五
」
と
、
同
項
第
二
号
中

「平
成
十
一

年
十
月
か
ら
」
と
あ
り
、
及
び
同
項
第
二
号
の
四
中

「平
成
十
七
年
四
月
か
ら
」
と
あ
る
の
は

「第
五
項
に
規
定

す
る
合
併
等
が
あ
つ
た
月
か
ら
」
と
、
同
項
第
五
号
の
大
中

「平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
」
と
あ
る
の
は

「第
五

項
に
規
定
す
る
合
併
等
が
あ
つ
た
日
」
と
、
同
項
第
七
号
の
五
及
び
第
人
号
の
五
中

「平
成
十
九
年
四
月
」
ど
ぁ

る
の
は

「第
二
項
に
規
定
す
る
合
併
等
が
あ
っ
た
日
の
前
日
が
属
す
る
月
の
翌
月
」
と
、同
項
第
九
号
の
五
中
『平

成
二
十
二
年
四
月

一
日
」
と
あ
り
、
同
項
第
十
一
号
か
ら
第
十
四
号
ま
で
の
規
定
中

「平
成
十
七
年
十
月
一
日
」

と
あ
り
、
同
項
第
十
五
号
中

「平
成
十
七
年
四
月
一
日
」
と
あ
り
、
及
び
同
項
第
十
六
号
中

「平
成
十
九
年
四
月

一
日
」
と
あ
る
の
は

「第
五
項
に
規
定
す
る
合
併
等
が
あ
っ
た
日
」
と
す
る
。

職
業
能
力
開
発
促
進
法
施
行
規
則

（昭
和
四
十
四
年
労
働
省
令
第
二
十
四
号
）
第
六
十
四
条
の
二
第
二
項
第
人
号
、

第
六
十
四
条
の
三
第
二
項
第
二
号
、
第
六
十
四
条
の
四
第
二
項
第
六
号
及
び
第
七
号
、
第
六
十
四
条
の
五
第
二
項
第
六

号
及
び
第
七
号
並
び
に
第
六
十
四
条
の
六
第
二
項
第
二
号
及
び
第
二
項
第
二
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
職
業
能
力
開
発
促

進
法
施
行
規
則
第
四
十
五
条
の
二
第
二
項
第
九
号
等
の
規
定
に
基
づ
き
厚
生
労
働
大
臣
が
指
定
す
る
専
修
学
校
又
は
各

厚
生
労
働
大
臣
　
長
妻
　
　
昭

別
表
第
二
中

「東
京
製
薬
学
校
　
東
京
都
」
を

ぃ態
棘
製
麒
酔
麟

製
菓
専
門
学
校
　
憩
棘
櫛

」
に
、
「中
央
服
装
専
門

学校　沖縄県」を
「紳
融釧襲購朝鮮難校　瀞線
縣」
に“
め
る。

０
厚
生
労
働
省
告
示
第
百
三
十
四
号

健
康
保
険
法
施
行
令

（大
正
十
五
年
勅
令
第
二
百
四
十
二
号
）
第
六
十

一
条
第

一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
健
康
保
険

法
施
行
令
第
六
十
一
条
第

一
項
の
規
定
に
基
づ
き
厚
生
労
働
大
臣
が
指
定
す
る
地
域

（平
成
二
十

一
年
厚
生
労
働
省
告

示
第
五
百
二
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
二
年
二
月
二
十
一
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
厚
生
労
働
大
臣
　
長
妻
　
　
昭

表
群
馬
県
の
項
中

「伊
勢
崎
市
、」
を
削
り
、
同
表
埼
玉
県
の
項
中

「及
び
蕨
市
」
を
削
り
、
同
表
東
京
都
の
項
中

「、
多
摩
市
」
及
び

「、
羽
村
市
」
を
削
り
、
同
表
奈
良
県
の
項
中

「、
生
駒
郡
安
堵
町
」
を
削
り
、
同
表
長
崎
県
の

項
中

「、
北
松
浦
郡
江
迎
町
」
を
削
る
。

０
厚
生
労
働
省
告
示
第
百
三
十
五
号

社
会
福
祉
施
設
職
員
等
退
職
手
当
共
済
法
施
行
令

（昭
和
三
十
六
年
政
令
第
二
百
八
十
六
号
）
第
七
条
の
規
定
に
基

づ
き
、
平
成
二
十
二
年
度

の
単
位
掛
金
額
を
四
万
四
千
七
百
円
と
定
め
、

平
成

二
十
二
年
二
月
二
十

一
日

平
成
二
十
二
年
四
月

一
日
か
ら
適
用
す
る
。

厚
生
労
働
大
臣
　
長
妻
　
　
昭

厚
生
労
働
省
告
示
第
百
三
十

一
号

指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
に
要
す
る
費
用
の
額
の
算
定
に
関
す
る
基
準

（平
成
十
二
年
厚
生
省
告
示
第
十
九
号
）、
指
定

サ
ー
ビ
ス
等
に
要
す
る
費
用
の
額
の
算
定
に
関
す
る
基
準

（平
成
十
二
年
厚
生
省
告
示
第
二
十

一
号
）
及
び
指
定

ビ
ス
に
要
す
る
費
用
の
額
の
算
定
に
関
す
る
基
準

（平
成
十
八
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
百
二
十
七
号
）

規
定
に
基
づ
き
、
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
者
等

（平
成
十
二
年
厚
生
省
告
示
第
二
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

平
成
二
十
二
年
四
月

一
日
か
ら
適
現
す
る
。

平
成
二
十
二
年
二
月
二
十

一
日
　
　
　
　
、　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
厚
生
労
働
大
臣
　
長
妻
　
　
昭

第
二
十
号
イ
②
Ｏ
ｄ
中

「後
期
高
齢
者
処
置
」
を

「長
期
療
養
患
者
褥
病
等
処
置
」
に
改
め
、
同
号
イ
②
Ｏ
ｅ
中
「後

を

「精
神
病
棟
等
長
期
療
養
患
者
褥
療
等
処
置
」
に
改
め
る
。

十
二
号

指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
に
要
す
る
費
用
の
額
の
算
定
に
関
す
る
基
準

（平
成
十
二
年
厚
生
省
告
示
第
十
九
号
）、
指
定

ビ
ス
等
に
要
す
る
費
用
の
額
の
算
定
に
関
す
る
基
準

（平
成
十
二
年
厚
生
省
告
示
第
二
十

一
号
）
及
び
指
定

ビ
ス
に
要
す
る
費
用
の
額
の
算
定
に
関
す
る
基
準

（平
成
十
八
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
百
二
十
七
号
）

の
規
定
に
基
づ
き
、
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
施
設
基
準

（平
成
十
二
年
厚
生
省
告
示
第
二
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の

平
成
二
十
二
年
四
月

一
日
か
ら
適
用
す
る
。

平
成
二
十
二
年
二
月
二
十

一
日

第
十
五
号
イ
②
中

「病
院

（」
の
下
に

「診
療
報
酬
の
算
定
方
法

（平
成
二
十
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
二
十
九
号
）

の
別
表
第

一
医
科
診
療
報
酬
点
数
表
に
規
定
す
る
療
養
病
棟
入
院
基
本
料
１
の
施
設
基
準
に
適
合
し
て
い
る
も
の
と
し

に
届
け
出
た
病
棟
、
基
本
診
療
料
の
施
設
基
準
等
の
一
部
を
改
正
す
る
件

（平
成
二

二
号
）
に
よ
る
改
正
前
の

種
学
校
を
定
め
る
告
示

（昭
和
五
十
四
年
労
働
省
告
示
第
百
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
平
成
二
十
二

年
四
月

一
日
か
ら
適
用
す
る
。

平
成

二
十

二
年
二
月
二
十

一
日


